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　しかし、気候変動の科学的知見を集約してきた「気候変動に関する政府
間パネル（IPCC: Intergovernmental Panel on Climate Change）」がヒマラヤの
氷河のデータミス（2035年までに消滅するとの誤報）をするなどの失策が表
面化し、さらに環境科学、環境政策の研究において、その学際的研究で注目






















― 172 ― ― 173 ―
2．EUの歴史とイギリス
　第一次世界大戦、そして第二次世界大戦と、ヨーロッパが敵味方に分か
れ、戦火に見舞われた経緯は「ヨーロッパの悲劇（the tragedy of Europe）」
であり、新たな国連のような組織が必要であると考えたのが皮肉にもイギ
リスのチャーチル（Winston Churchill）であった。彼は「ヨーロッパ合衆国
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4.2　ユーロバロメーターに見る環境意識　―　ヨーロッパ全体とイギリス
　2007年11月から12月にかけて行われた環境問題に関する調査結果が、
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6．EUに先行するイギリスの環境政策
　1996年9月に、EU指令（Directive 96/61/EC）として、IPPC制度（統合的















は、利用可能でコストを要しない技術の導入（Best Available Techniques Not 
Entailing Excessive Cost）の導入や、環境に対し最も負荷の少ない形で排出削




防止管理法（Pollution Prevention and Control Act）が制定されている。この
ときに対象となる環境汚染に騒音や熱、振動なども追加され、さらに埋め
立て処理や食料加工や養豚施設なども対象施設に追加されている。
　イギリスの環境汚染の歴史は長い。「ヨーロッパの汚い国（Dirty man of 
Europe）」と揶揄されることが多かったように、13世紀後半には質の悪い




















































































て、「温暖化、フラット化、人口過密化（Hot, Flat, and Crowded）」した世界
と言う。フラット化は世界的に経済状況が平均化することを示している。










































2004 2004 2005 2005 2006 2006 2007 2007 2008 2008 2009
春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 夏
EUを信頼 UK 19 35 27 25 31 26 36 25 29 25 22
EU 41 50 44 45 48 45 57 48 50 47 47
欧州委員会を UK 26 39 31 26 28 25 29 22 24 27 22
信頼 EU 47 52 46 46 47 48 52 50 47 47 44
欧州議会を UK 30 39 35 27 31 25 33 25 27 27 22
信頼 EU 54 57 52 51 52 52 56 55 52 51 48
自国政府を UK 19 32 31 33 30 24 34 30 24 29 21
信頼 EU 30 34 34 31 35 30 41 34 32 34 32
自国議会を UK 25 35 36 37 36 29 41 34 27 30 17
信頼 EU 35 38 35 35 38 33 43 35 34 34 32
ユーロを UK 36 31 28 28 28 29 29 24 26 28 27
サポート EU 60 63 59 60 59 60 63 61 60 61 61
EU拡大を UK 31 50 48 43 44 36 41 36 36 40 32
サポート EU 42 53 50 49 45 46 49 46 47 44 43
EU加盟は良い UK 29 38 36 34 42 34 39 34 30 32 28
ことだ EU 48 56 54 50 55 53 57 58 58 53 53
EU加盟は UK 30 39 40 37 42 39 43 37 37 39 34
利点がある EU 47 53 55 52 54 54 59 58 58 56 56
EU加盟国数 15 25 25 25 25 25 27 27 27 27 27
（Eurobarometer 71/Spring 2009）
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